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南さつま商工会議所会報 

 
 

   

南
さ
つ
ま
市
の
薩
摩
半
島
西
南
部

地
域
の
観
光
産
業
振
興
や
生
活
圏
の
利

便
性
の
向
上
、
定
住
人
口
の
増
加
、
交

流
人
口
の
増
大
、
防
災
対
策
の
充
実
等

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
南
さ
つ
ま
市
の
企
業
や
各
種

団
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
南
さ
つ
ま
海

道
産
業
振
興
促
進
協
議
会
（
会
長
：
上

村
敏
弘(

一
社)

南
さ
つ
ま
観
光
協
会
会

長
）
」
の
総
会
が
、
七
月
十
日
（
木
）

に
会
員
、
来
賓
含
め
て
約
四
十
人
が
出

席
し
て
当
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

            

議
事
で
は
、
令
和
六
年
十
一
月
に
薩

摩
川
内
市
甑
島
で
里
麓
武
家
屋
敷
や
甑

大
橋
の
研
修
視
察
を
行
っ
た
令
和
六
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
令

和
七
年
度
で
は
、
海
道
八
景
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
の
推
進
や
国
道
二
二
六

号
の
整
備
促
進
の
要
望
活
動
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、
任

期
満
了
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
現
行
役

員
の
再
任
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
終
了
後
の
講
話
に
は
、
南
さ
つ

ま
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
坊
津

町
久
志
在
住
の
堀
内
元
気
氏
と
同
町
清

原
在
住
の
橋
口
里
菜
氏
の
お
二
人
を
講

師
に
「
よ
そ
者
・
若
者
・
〇
〇
者
～
協

力
隊
三
年
目
を
迎
え
て
～
」
と
い
う
演

題
で
、
地
域
の
情
報
発
信
や
空
き
家
を

活
用
し
た
お
た
め
し
住
宅
の
モ
デ
ル
事

業
「
こ
こ
き
よ
ハ
ウ
ス
」
の
取
組
に
つ

い
て
、
資
料
な
ど
を
使
っ
て
説
明
が
あ

り
、
出
席
者
は
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し

た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略)

 
■
会
長
＝
上
村
敏
弘(

南
さ
つ
ま
市
観
光

協
会
会
長)

 

■
副
会
長
＝
鳥
越
澄
夫(

南
さ
つ
ま
商
工

会
議
所
会
頭)
水
溜
政
典(

南
さ
つ
ま
市

商
工
会
会
長)

中
山
諭(

南
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
南
さ
つ
ま
支
所
長)

宮
内
洋
次

(

県
漁
協
南
さ
つ
ま
野
間
池
支
所
運
営
委

員
長)

上
東
伸
太
郎(

県
建
設
業
協
会
加

世
田
支
部
専
務
理
事)

福
島
大(
南
さ
つ

ま
青
年
会
議
所
理
事
長)

前
田
健
司(
金

峰
町
建
設
同
志
会
会
長)

上
村
大
一
郎

(

坊
津
町
建
友
会
前
会
長)

中
本
拓
治(

南

さ
つ
ま
市
商
工
会
前
会
長)

 

■
幹
事
長
＝
田
代
昌
弘(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
南
か
ら
の
潮
流
理
事
長)

 

■
監
事
＝
上
村
研
一(

南
さ
つ
ま
市
議
会

議
員)

竹
内
豊(

南
さ
つ
ま
市
議
会
議
員)

 

■
事
務
局
長
＝
本
坊
佳
彦(

南
さ
つ
ま
商

工
会
議
所
専
務
理
事)

 

■
事
務
局
次
長
＝
出
原
勝
博(

南
さ
つ
ま

市
観
光
協
会
事
務
局
長)

 

       

薩
摩
半
島
横
断
道
路
の
早
期
整
備

の
た
め
に
指
宿
・
枕
崎
・
南
九
州
・
南

さ
つ
ま
四
市
の
商
工
団
体
、
企
業
な
ど

で
構
成
す
る
「
薩
摩
半
島
横
断
道
路
建

設
促
進
協
議
会
（
会
長
：
鳥
越
澄
夫
南

さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会
頭
）
」
の
第
十

八
回
総
会
が
七
月
十
七
日
（
木
）
に
四

市
の
市
長(

協
議
会
顧
問)

を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
の
方
々
を
迎
え
て
当
所
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
九

日
に
南
九
州
市
で
開
催
し
た
「
薩
摩
半

島
横
断
道
路
」
整
備
促
進
決
起
大
会
の

開
催
や
機
運
醸
成
づ
く
り
に
「
の
ぼ
り

旗
」
製
作
な
ど
を
行
っ
た
令
和
六
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
令
和

七
年
度
は
、
五
月
に
国
土
交
通
省
へ
の

要
望
活
動
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

引
続
き
の
ぼ
り
旗
等
を
使
っ
た
機
運
醸

成
を
図
る
と
し
た
事
業
計
画
と
収
支
予

算
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

の
結
果
、
鳥
越
会
長
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。 

 

議
事
終
了
後
に
は
、
南
薩
地
域
振
興

局
の
森
元
幸
友
建
設
部
長
を
講
師
に

「
鹿
児
島
の
み
ち
づ
く
り
」
と
い
う
演

題
で
、
鹿
児
島
に
お
け
る
道
路
整
備
の

歴
史
や
県
内
の
道
路
整
備
状
況
な
ど
に

つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
出
席
者
は
熱
心

に
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

               

役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

会 
 

長 

鳥
越 

澄
夫 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会
頭
） 

副 

会 

長 

南 
 

荒
生 

（
指
宿
商
工
会
議
所
会
頭
） 

副 

会 

長 

揚
野 

俊
清 

（
枕
崎
商
工
会
議
所
会
頭
） 

副 

会 

長 

原
口 

和
秋 

（
南
九
州
市
商
工
会
会
長
） 

幹 

事 

長 

園
田 

 

豊 

（
鹿
児
島
県
議
会
議
員
） 

相 

談 

役 

上
東 

信
義 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
最
高
顧
問
） 

監 
 

事 

上
村 

敏
弘 

（(

一
社)

南
さ
つ
ま
市
観
光
協
会
会
長
） 

監 
 

事 

福
永 

昭
一 

（
県
建
設
業
協
会
指
宿
支
部
支
部
長
） 

事
務
局
長 

本
坊 

佳
彦 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
専
務
理
事
） 

わずかな掛金で安心運転、県共済の「自動車事故費用共済」申込受付中！ 

薩
摩
半
島
横
断
道
路 

建
設
促
進
協
議
会 

総
会 

～
決
起
大
会
を
契
機
に 

早
期
整
備
へ
向
け 

更
な
る
活
動
を
展
開
～ 

南
さ
つ
ま
海
道 

産
業
振
興
促
進
協
議
会 

総
会 

 
 

 

 

総会後の講話の様子 

＝商工会議所３階会議室 

 

 
 

 

 

上村会長あいさつ 

＝商工会議所３階会議室 
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南
さ
つ
ま
地
域
の
恵
ま
れ
た
資
源

を
活
用
し
て
、
農
商
工
の
連
携
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め

に
企
業
・
団
体
で
構
成
す
る
「
南
さ
つ

ま
地
域
資
源
活
用
促
進
協
議
会
（
会
長
：

鳥
越
澄
夫
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会

頭
）
」
の
総
会
が
、
七
月
三
十
日
（
水
）

当
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

               

令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
、
令
和
七
年
度
は
、
関
係
団

体
（
市
・
観
光
協
会
・
商
工
会
等
）
と

の
積
極
的
な
情
報
交
換
・
業
務
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
①
第
三
十
二
回
し
な
が

わ
宿
場
ま
つ
り
二
〇
二
五
へ
の
参
加
、

出
店
②
（
一
社
）
鹿
児
島
県
商
工
会
議

所
連
合
会
主
催
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
「
か

ご
し
ま
屋
」
の
現
地
調
査
、
南
さ
つ
ま

フ
ェ
ア
の
開
催
及
び
協
力
③
南
さ
つ
ま

市
ふ
る
さ
と
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
支

援
・
協
力
④
（
一
社
）
南
さ
つ
ま
市
観

光
協
会
と
の
連
携
⑤
観
光
物
産
交
流
施

設
「
き
や
っ
た
も
ん
せ
南
さ
つ
ま
」
の

活
用
推
進
・
協
力
等
の
事
業
計
画
案
並

び
に
収
支
予
算
案
を
審
議
し
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
講
話
が
あ
り
、
鹿
児
島
大
学
客
員
教

授
鮫
島
吉
廣
氏
、
鹿
児
島
大
学
南
九
州
・

南
西
諸
島
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
准
教
授
中
武
貞
文
氏
に
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

会 
 
 
 

長 

鳥
越 

澄
夫 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
会
頭
） 

副 

会 

長 
山
下 

良
行 

（
南
さ
つ
ま
農
業
協
同
代
表
理
事
組
合
長
） 

副 

会 

長 

宮
内 
洋
次 

（
鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合 

南
さ
つ
ま
支
所
運
営
委
員
長
） 

副 

会 

長 

上
村 

敏
弘 

（(

一
社)

南
さ
つ
ま
市
観
光
協
会
会
長
） 

副 

会 

長 

水
溜 

政
典 

（
南
さ
つ
ま
市
商
工
会
会
長
） 

幹 

事 

長 

田
代 

昌
弘 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
副
会
長
） 

幹 
 

事 

寳
樂 

 

光 

（
南
さ
つ
ま
市
商
工
会
青
年
部
部
長
） 

幹 
 

事 

宮
本 

慶
子 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
） 

事
務
局
長 

本
坊 

佳
彦 

（
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
専
務
理
事
） 

 

    

南
さ
つ
ま
市
地
域
の
河
川
・
海
岸
環

境
を
保
全
創
出
し
、
河
川
や
海
岸
の
愛

護
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
い

る
「
南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環
境
保
全

対
策
協
議
会
（
会
長
：
鳥
越
澄
夫
南
さ

つ
ま
商
工
会
議
所
会
頭
）
」
の
総
会
が
、

七
月
三
十
日
（
水
）
当
所
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
を
し
た
後
、
令
和
七
年
度
は
、

①
「
河
川
・
海
岸
愛
護
普
及
啓
発
」
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
事
業
②
「
ふ

る
さ
と
美
化
活
動
」
海
岸
清
掃
③
河
川
・

海
岸
等
環
境
美
化
活
動
推
進
に
係
る
要

望
・
陳
情
④
地
球
環
境
を
守
る
か
ご
し

ま
県
民
運
動
推
進
大
会
へ
の
参
加
⑤
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
主
事
業

と
す
る
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算

案
を
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

 

          

ま
た
総
会
終
了
後
、
昨
年
度
の
総
会

で
南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
の
中
村
事

務
局
長
よ
り
ご
説
明
い
た
だ
い
た
、『
ゴ

ミ
処
理
施
設
「
な
ん
さ
つ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
杜
」
』

が
、
令
和
六
年
九
月
か
ら
本
格
稼
働
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
希
望
者
の
二

十
三
名
で
視
察
見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

             

会
議
室
で
担
当
者
か
ら
の
説
明
と

映
像
を
見
た
後
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設

で
は
、
実
際
に
ご
み
が
運
ば
れ
て
き
て

か
ら
、
貯
留
・
選
別
・
搬
出
さ
れ
る
ま

で
を
、
焼
却
施
設
で
は
、
施
設
の
し
く

み
や
発
電
体
験
な
ど
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な

経
験
と
な
り
、
よ
り
一
層
ゴ
ミ
の
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。 

総会の様子＝商工会議所３階会議室 

南
さ
つ
ま
河
川
・
海
岸
環
境
保
全 

対
策
協
議
会 

総
会 

個人事業所の日常の記帳事務軽減に当所の「記帳代行」のご利用を！ 

南
さ
つ
ま
地
域
資
源 

活
用
促
進
協
議
会 

総
会  

 
 

 

 

担当者から説明を聞く様子 

＝ゴミ処理施設「なんさつＥＣＯの杜」 

 

 

 

 

 

 

総会の様子＝商工会議所３階会議室 
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令和７年１１月１日より適用 ～鹿児島県の最低賃金「時給１，０２６円」～ 

主
な
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

 
 

【
個 

人
】
氏
名
（
チ
ー
ム
名
／
事
業
所
名
）
ス
コ
ア 

優 

勝 

満
永 

俊
寛
（
九
電
ネ
ク
ス
ト
Ａ 

／
九
電
ネ
ク
ス
ト
（
株
）
）
18 

準
優
勝 

柴
田
ま
さ
子
（
宇
都
酒
造 

／
宇
都
酒
造(

株)

）
19 

第
三
位 

永
野 

勝
行
（
宇
都
酒
造 

／
宇
都
酒
造(

株)

）
20 

第
四
位 

日
高 

賢
二
（
九
電
ネ
ク
ス
ト
Ａ 

／
九
電
ネ
ク
ス
ト(

株)

）
23 

第
五
位 

貴
島 

和
雄
（
津
貫
チ
ー
ム 

／
黒
江
電
機
）
25 

第
六
位 

栗
田 

大
輔
（
九
電
ネ
ク
ス
ト
Ｂ 

／
九
電
ネ
ク
ス
ト(

株)

）
25 

 

【
団 

体
】
チ
ー
ム
名
（
事
業
所
名
）
三
名
の
合
計
ス
コ
ア 

優 

勝 

宇
都
酒
造
（
宇
都
酒
造
（
株
）
）
66 

準
優
勝 

九
電
ネ
ク
ス
ト
Ａ 

（
九
電
ネ
ク
ス
ト(

株)

加
世
田
営
業
所
）
74 

第
三
位 

津
貫
チ
ー
ム
（
黒
江
電
機
）
80 

第
四
位 

九
電
ネ
ク
ス
ト
Ｂ 

（
九
電
ネ
ク
ス
ト(

株)

加
世
田
営
業
所
）
83 

第
五
位 

南
薩
東
京
社
Ｃ
（(

有)

南
薩
東
京
社
）
86 

     

会
員
共
済
推
進 

『
第
三
十
一
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
』
は
、 

日
時
：
令
和
七
年
十
二
月
四
日
（
木
） 

場
所
：
喜
入
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

に
て 

開
催
予
定
で
す
。 

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
会
員
の
皆
様
に
は 

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

会
員
共
済
推
進 

第
２
回
会
員
親
睦 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 
 

 
 

 

個
人
の
部 

優
勝 
満
永 

俊
寛 

さ
ん 

（
九
電
ネ
ク
ス
ト
Ａ
）  

 
   

 
 

 
     
  

団
体
の
部 

優
勝 

宇
都
酒
造 

 

 

  

 

当
所
が
会
員
事
業
所
の
従
業

員
な
ど
の
福
利
厚
生
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
お
り
、
共
済
推
進
と

会
員
親
睦
を
目
的
に
開
催
し
て

い
る
、
会
員
共
済
推
進
『
第
二
回

会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
』
を
、
七
月
十
六
日
（
水
）

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
、
宮
原
ふ

れ
あ
い
広
場
に
て
開
催
し
ま
し

た
。 当

日
は
悪
天
候
で
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
開
始
前
に
回

復
し
、
十
チ
ー
ム
三
十
名
の
参
加

者
で
、
年
齢
や
業
種
を
越
え
て
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

（左から）永野 勝行さん、 

柴田 まさ子さん、今別府 利治さん 

 

 

 

七
月
二
十
三
日
（
水
）
、
竹
田
神

社
夏
祭
り
及
び
い
ろ
は
歌
ふ
れ
あ

い
散
策
フ
ェ
ス
タ
が
、
竹
田
神
社
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

四
百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
士
踊
り 

【
二
才
踊
り
・
稚
児
踊
り
】
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。 

                   

ま
た
、
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

の
【
水
車
か
ら
く
り
】
は
、
「
日
新

公
と
戦
国
島
津
の
英
雄
た
ち
」
を
題

材
に
作
成
さ
れ
、
麓
町
か
ら
竹
田
神

社
ま
で
た
く
さ
ん
の
灯
ろ
う
も
飾

ら
れ
、
来
ら
れ
た
方
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。 

参加者で記念撮影＝宮原ふれあい広場 

 

竹
田
神
社
夏
祭
り
及
び 

い
ろ
は
歌
ふ
れ
あ
い
散
策
フ
ェ
ス
タ 

  

 

 

 

  

 

【写真下】二才踊り 

【写真上】稚児踊り 
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●

吹
上
浜
砂
の
祭
典
大
神
輿
展
示

●

五
月
三
日
（
土
）
か
ら
五
月
五
日
（
月
）

ま
で
開
催
さ
れ
た
『
二
〇
二
五
吹
上
浜

砂
の
祭
典
』
会
場
内
の
南
さ
つ
ま
市
役

所
市
民
交
流
広
場
に
て
、
大
神
輿
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

法
被
を

着
て
の
記

念
撮
影
も

実
施
し
、

多
く
の
家

族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

●

交
流
事
業
（
講
話
）
・
懇
親
会

●

六
月
十
一
日
（
水
）
午
後
七
時
よ
り

当
所
三
階
会
議
室
に
て
、
講
話
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

鹿
屋
商

工
会
議
所

青
年
部
よ

り
、
川
﨑

大
輔
氏
を

講
師
に
お

招
き
し
、

青
年
部
事

業
の
在
り

方
な
ど
に

つ
い
て
、

貴
重
な
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
焼
鳥
酒
場
０
番
地
に
会
場

を
移
し
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

●

市
商
工
会
青
年
部
・

Ｊ
Ｃ
と
の
交
流
会

●

七
月
十
一
日
（
金
）
午
後
六
時
半
よ

り
本
町
公
民
館
に
て
、
当
所
青
年
部
、

南
さ
つ
ま
市
商
工
会
青
年
部
、
（
公
社
）

南
さ
つ
ま
青
年
会
議
所
が
一
堂
に
会
す

る
初
の
試
み
と
し
て
、
青
年
団
体
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

南
さ
つ

ま
市
並
び

に
青
年
団

体
の
将
来

を
語
り
合

い
つ
つ
、

交
流
を
深

め
ま
し
た
。

●

鹿
児
島
祇
園
祭
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ

●

七
月
十
八
日
（
金
）
か
ら
七
月
二
十

一
日
（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島

祇
園
祭
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
に
、
当
所
青
年

部
が
参
加

し
ま
し
た
。

鹿
児
島

商
工
会
議

所
青
年
部

の
八
番
神

輿
の
行
列

に
担
ぎ
手

と
し
て
参

加
し
、
神

輿
の
管
理
や

所
作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

●

竹
田
神
社
夏
祭
り

●

七
月
二
十
三
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
夏
祭
り
の
準
備
に
、
当
所
青
年
部
が

参
加
し
ま
し
た
。

水
車
か

ら
く
り
舞

台
の
設
営

や
灯
籠
の

設
置
、
撤

収
な
ど
を

行
い
、
水

車
か
ら
く

り
保
存
会

の
方
々
に

大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

●

鹿
屋
夏
祭
り

●

八
月
一
日
（
金
）
、
八
月
二
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
鹿
屋
夏
祭
り
の
神
輿
パ

レ
ー
ド
に
、
当
所
青
年
部
が
参
加
し
ま

し
た
。

六
月

十
一
日

に
、
鹿

屋
商
工

会
議
所

青
年
部

の
川
﨑

氏
を
講

師
に
お

招
き
し

た
縁
で

参
加
し
、
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

●

七
夕
ま
つ
り

●

八
月
五
日
（
火
）
か
ら
八
月
七
日
（
木
）

ま
で
開
催
さ
れ
た
七
夕
ま
つ
り
で
、
当

所
青
年
部
が
か
き
氷
と
ハ
イ
ボ
ー
ル
の

屋
台
で
出
店
し
ま
し
た
。

浴
衣
を

着
用
し
た

子
ど
も
た

ち
に
は
無

料
で
か
き

氷
を
ふ
る

ま
い
、
大

変
喜
ば
れ

ま
し
た
。

●

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

●

六
月
十
三
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

松
屋
旅
館
に
て
、
令
和
七
年
度
青
年
部

Ｏ
Ｂ
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
書
（
案
）
、
令
和
七
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

経営者にも退職金を！「小規模企業共済」は、国の共済制度です。 

青
年
部
だ
よ
り 

懇親会の様子＝松屋旅館 
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● 
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典 

● 

 

五
月
二
十
一
日
（
水
）
、
創
立
三
十
周

年
記
念
式
典
を
午
後
三
時
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
か
せ
だ 
い
に
し
へ
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。 

 

県
内
十
一
女
性
会
よ
り
四
十
二
名
、

来
賓
等
合
わ
せ
て
六
十
四
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
午
後
三
時
五
十
分
か

ら
の
記
念
講
演
で
は
、
南
さ
つ
ま
市
の

砂
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

茶
圓
勝
彦
氏

に
よ
る
「
砂
像
の
魅
力
、
砂
像
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
、
砂
の
祭
典
の
始
ま

り
か
ら
、
現
在
の
砂
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
業
に
至
る
ま
で
の
興
味
深
い
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
の
交
流
懇

親
会
で
は
、
鳳
凰
高
等
学
校
の
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま

り
、
様
々
な
余
興
が
あ
り
、
最
後
は
全

員
で
南
さ
つ
ま
音
頭
を
踊
っ
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
九
月
よ
り
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
各
委
員
会
で
も
話
し
合
い
を
重

ね
、
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

三
十
年
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
仲
良
く
一
致
団

結
し
て
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
こ
う
と

誓
い
ま
し
た
。 

会
員
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
の
ご
加

入
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

● 

総 

会 

● 

六
月
五
日
（
木
）
午
後
七
時
よ
り
、

松
屋
旅
館
に
て
、
令
和
七
年
度
の
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
事
業
経
過
報
告
並
び

に
収
支
決
算
（
案
）
、
令
和
七
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
が

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 総

会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典
の
映
像
を
見
な
が

ら
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
豪

華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
、
大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。 

           

● 

九
商
女
連
総
会
佐
賀
大
会 

● 

 

六
月
十
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀

に
て
、
第
五
十
七
回
九
州
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
総
会
佐
賀
大
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
・
事
務
局
合
わ
せ
て
六
名

で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

九
州
内
の
商
工
会
議
所
の
女
性
会
員

が
集
ま
り
、
総
会
で
は
令
和
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
七
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

              

総
会
後
は
、
記
念
講
演
・
交
流
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

● 

各
委
員
会
兼
交
流
会 

● 

七
月
十
日
（
木
）
午
後
七
時
よ
り
、

各
委
員
会
兼
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

委
員
会
ご
と
に
年
間
事
業
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
後
、
各
委
員
長
が
活
動
内

容
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
総
務
委
員
会
（
鎌
田
委
員

長
）
の
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
宮
本
会
長
と

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
た
り
と
、
会
員
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。 

             
 

● 

創
作
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト 

● 

ゆ
め
ぴ
か
本
町
通
り
商
店
街
で
開

催
さ
れ
た
『
第
五
十
三
回
加
世
田
ゆ
め

ぴ
か
本
町
七
夕
ま
つ
り
』
の
「
創
作
七

夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
事
業
委
員
会
（
山
口
委
員
長
）
を

中
心
に
、
八
月
一
日
（
金
）
に
七
夕
飾

り
を
制
作
し
、
ま
た
会
員
全
体
に
も
制

作
を
呼
び
か
け
、
八
月
五
日
（
火
）
に
、

本
町
通
り
に
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。 

 
 

       

一緒に楽しく活動しませんか。青年部・女性会新入会員募集中！ 

女
性
会
だ
よ
り 

 

ビンゴ大会の様子＝松屋旅館 

  

 総会の様子 

＝ホテルニューオータニ佐賀 

  

  

 

レクリエーションの様子 

＝商工会議所２階会議室 

記念講演の様子＝いにしへホール 

 

今
回
は
、

「
大
阪
・
関

西
万
博
」
と

「

創

立

三

十
周
年
」
を

テ
ー
マ
に
、

様

々

な

ア

イ

デ

ア

で

制

作

し

た

結
果
、
『
銀

賞
』
を
受
賞

し
ま
し
た
。 
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プレゼントやイベントの景品に「南さつま市共通商品券」のご利用を！ 

 

 

５月は１４名、６月は８名、７月は１６名、８月は 

１２名の合計５０名の方々へお届けいたしました。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

生命共済還元事業 

 
 

 

 

(

株)

加
世
田
葬
祭 

光
善
社
に 

お
勤
め
の
古
屋
敷 

秀
作
さ
ん
の 

ご
子
息 

善(

ぜ
ん)

く
ん
で
す
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ
Ｅ
Ｎ
美
容
室
に
お
勤
め
の 

岩
﨑 

樹
理
さ
ん
の
ご
子
息 

泉
頼(

い
よ
り)

く
ん
で
す
。 
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取引先の突然の倒産。そんなときあなたを守る、安心の共済「経営セーフティ共済」 

期間：令和７年５月１日～８月３１日 

【５月】 

  １日 青年部ＯＢ会役員会 

２日 吹上浜砂の祭典前夜祭 

  ３日 砂でつくる夢と感動！吹上浜砂の祭典 

 オープニングセレモニー 

旭川市歓迎交流会 

  ９日 正副会頭会議 

（公社）南薩法人会理事会・事務担当者会議  

 １２日 ベストウィズクラブ「福祉制度キャンペーン  

Part1」進発式 

女性会第 6 回実行委員会 

１３日 薩摩半島横断道路建設促進協議会国土交通省 

等への要望活動（～14 日） 

 １４日 南さつまオリーブ共和国協議会閣僚会議 

 １５日 第 77 回全国商工会議所専務理事･事務局長会議  

（～16 日） 

 １９日 （一社）全労保連鹿児島支部支部定期総会 

    鹿児島県火災共済協同組合第 1 回理事会 

 ２２日 商工会議所監事会 

２３日 加世田本町通商店街振興組合第 38 回通常総会 

２７日 吹上浜砂の祭典終了あいさつ回り 

２８日 （公社）南さつま市シルバー人材センター総会  

    （一社）全労保連鹿児島支部労働保険未手続事業  

一掃推進員研修会 

 ２９日 南さつま地場焼酎普及推進協議会 
 

【６月】 

 ３日 正副会頭会議 

    （公社）南薩法人会定時総会 

    加世田福祉会評議員会 

 ５日 南さつま市軽トラ市実行委員会役員会 

    青年部定例会議 

 ６日 南さつまオリーブ共和国協議会総会 

 ９日 鹿児島県中小企業団体中央会第 70 回通常総会 

１１日 九州化学（株）本社開業式 

１２日 第 1 回総務委員会 

１３日 川畑商工クラブ総会 

１７日 薩摩半島横断道路建設促進協議会幹事会 

１８日 第 1 回常議員会 

１９日 第 1 回金融サービス委員会 

２０日 第 1 回産業振興委員会 

鹿児島県火災共済協同組合通常総代会 

 

 

 

 

２３日 （一社）県連第 1 回理事会 

２４日 第 339 回通常議員総会･懇談会 

２５日 吹上浜砂の祭典第 4 回財務委員会 

２６日 南さつま河川･海岸環境保全対策協議会幹事会  

    南さつま地域資源活用推進協議会幹事会 

２７日 金融審査会 

    第 1 回南さつま地域公共交通協議会･第 30 回 

南さつま市地域公共交通会議合同会議 

３０日 地球環境を守るかごしま県民運動推進大会 

    吹上浜砂の祭典第 7 回実施推進本部会議 
 

【７月】 

３日 正副会頭会議 

   南さつま市軽トラ市実行委員会総会 

   青年部定例会議 

７日 県商女連会長･事務担当者会議、定期総会 

    南さつま市自殺対策推進協議会 

１０日 吹上浜砂の祭典実行委員会役員会 

１１日 鹿児島県火災共済協同組合代理所担当者研修会  

    2025 南さつまフェスタふるさと総踊り 

実行委員会 

 １５日 恵比須神社例祭 

 １８日 （公財）南薩地域地場産業振興センター第 2 回 

理事会 

 ２２日 第 1 回中小企業支援機関連携会議 

 ３１日 中小企業支援に関する合同会議 

    YOROZU SX 
 

【８月】 

 １日 正副会頭会議 

 ７日 「チーム南さつま」ふるさと納税振興協議会  

第 1 回幹事会 

  ８日 南薩地域人材確保･育成推進協議会 

 １８日 県商工政策課団体係監査（～19 日） 

 １９日 米国関税措置に関する説明会（オンライン）  

 ２０日 南さつま海道鑑真の道歩き実行委員会総会 

      南さつま大神輿実行委員会 

 ２２日 （一社）県連税務支援実務研修（オンライン）  

 ２５日 青年部役員会 

２６日 経営指導員応用研修会（一般コース）（～27 日） 

 ２７日 （一社）県連中小企業相談所会議 

 ２８日 南さつま海道産業振興促進協議会役員会 

     鹿児島県火災共済協同組合代理所責任者会議  

 

 事務局日誌 

使っていない商品券を確認しましょう！ 

    

 

 

 

 

 
 

「南さつま市共通商品券」は使用期限がありませんが、 

使わずに手元に残っている商品券がありましたら、 

共通商品券加盟店にてお早めにご利用ください。 
 

 

 
 

加盟店も随時募集しております。加盟金５，０００円。年会費無料。 
 

 

 

 

  

※南さつま市商工会の

発行している 

「大沙津金券」とは 

取扱店も異なります 

ので、ご注意ください。 

    加盟店はこのステッカーが目印です！！ 

見    本 見     本 


